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シフ トす る視点
一 「紅葉」試論 一
白 川 泰 旭
W.フ ォー クナー は1930年7月、彼 自身 と しては初めての イ ンデ ィア ンに纏 わ る物語 「紅葉」
を 『サ タデイ ・イブニ ング ・ポス ト』誌 に送付 し、10月発 行の同誌に掲 載 される。その後、章の
構成 に改訂が加 え られて、 フォークナー に とって の最初の短編 集 『これ ら13編』(1931)に、続
いて十 数年 の年月 を経てマ ルカム ・カウ リー編纂の 『ポー タブル ・フ ォー クナー』(1946)、そ し
て 最終 的 に 『ウ ィ リアム ・フ ォー クナー短 編 集』(ユ950)に収 録 され る こ とに なる。 さ らに、
フ ォー クナ ーはその数 章 を改訂 し、短編集 『大森 林』(ユ955)の中の一つ の物 語 「昔 の人々」の
序章 と して組み込 んでいる。
フォー クナーの短編作 品で、雑誌 に掲載 された後 にあ らためて短編 集な どに再録 された ものは
か な りの数 にのぼる。 しか し、「紅 葉」 が以上 の ように繰 り返 し収録 された跡 をた どる と、この
作品が フォー クナーの数多 くの短編作品の 中で もきわめて重要 な意 味を持 っているこ とが窺える。
また、批評 家J.フ ァーガソ ンが この作 品 に含 まれてい る さまざまな要素 を挙 げて、「フ ォー ク
ナーの最 もす ぐれた短編作品の一つ」IUと評 しているの も十分首肯で きる。
「紅葉」 は、 チ カソー族 の酋 長イセテ ィッベ ハの死 に伴 い、部族 の しきた りに則 って彼 ととも
に生 きた まま埋 葬 され るはずの 「側仕 え」の黒人奴隷が、 イセティ ッベハ の死ぬ直前 に逃 げ出 し
たため に、部族の者た ちが彼 を追跡 し、捕 えるまでの6日 問の様子 を描 いた物語 で、展 開 される
ス トー リー 自体 は単純 であ る。 しか し、物 語の焦 点 は追跡 それ 自体 で はな く、その背 後 に横 た
わっている この インデ ィアン部族が抱 えるさまざまな問題、言 い換 えればこの部族 の過去 および
現 在の 「暗部」 に当て られてい る。 ドゥー ムか らイセ ティ ッベハへ、そ してモ ケチ ュ ッベへ と親
子 三代 にわたって酋長の座が引 き継がれてい く間 に、部族 を取 り巻 く状況 はます ます悪 くなって
い くのであるが、その背景 には、 ドゥームが酋長の座 を手 に入れた経緯、 ドゥー ムの死後、酋長
の座 を引 き継 いだ イセテ ィ ッベハ の行動、 さらにはその息子モ ケテユ ッベ との 「赤い踵 の上靴」
をめ ぐる父子 の相剋 な どが複雑 に絡み合ってい る。 しか し、 こうした 「暗部」の核心や部族 の歴







き生きとして、インディアンたちの姿を描 くときの語 りとは明 らかに異なる。
このように、読者はこの物語の中に2つの世界を見ることになるのであるが、それぞれの世界
が描かれた章は明確に区別 され、章によって視点 も変わるために、読者は異なった人物の 「目」
を通してそれらを見ることになる。逃亡奴隷の追捕という、軸となるス トー リーそのものの単純
さにもかかわらず、この作品が多 くの批評家によって高 く評価されているのは、この作品の整っ
た章構成と語 りの妙ゆえであろう。本論では、この語 りの技法と構成を考察 し、物語におけるそ
の効果を分析することを目的とする。
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遷を跡づけている。第IV章は黒人奴隷の6日 聞にわたる逃亡の中の4日 問の様子が語 られ、時間
的には第V章 とまった く併行 している。
この作品の大まかな内容と構成は以上のようなものであるが、語 りの視点に目を向けてみれば、
次のようなことが言える。語 り手は全編を通 じて客観的視点を頑ななまでに崩さないが、その語
りは1、 皿、V章 ではスリー ・バスケ ットとルイス ・ベ リーという2人の老インディアンの視点
が中心である。第H章 は客観描写に徹 し、部族の歴史を時問経過に沿って詳細に伝えている。第







点という3種類の視点から語 られていることがわかる。これは 『これら13編』および 『ウィリァ



















では最初に、ス トー リーの中心となる事件について語 られる場面から見てみよう。以下は作品












わったや り取 りが伝 えているものは非常に複雑で重要な情報である。「何が見つかるか … 」
というバスケットの言葉をベリーは 「何が見つからないか、だろう?」 と皮肉っぼ く訂正する。
また 「酋長の親父さんが亡 くなったときも … 」に対 して 「酋長だった、だろ?」(下線筆者)
と、す ぐさま修正するというこのや り取 りか らは、「何か」がなくなっている、あるいはいな く




揚げ足 を取るようなベリーの否定の言葉は、この場の不穏 な空気を増大 させる。「真昼 どきにも
かかわらず、路地には入影はなく … どの煙突か らも料理の煙 は立 ち上ってはいなかった」
(313)という光景が醸し出すただならぬ雰囲気に加えて、このや り取 りにおける片方の人物によ
る 「否定」が否が応で もこの場の緊張感を高めるのである。これは、先にも触れた 「乾いた九
月」の冒頭部の理髪店でのシーンー黒人ウィル ・メイズが白人女性 ミニー ・クーパーを凌辱 した
という噂をめ ぐる自人たちのや りとり一 を彷彿させる。どちらの作品もいきなり 「事件の核心」

























を 「人間は汗を流 して働 くように作 られちゃいねえ」のに 「汗水垂 らして働 くのが好きなこの連
中に仕事を見つけてやるために、俺たちはほとんどの時間をつぶさなきゃならねえ」(314)から
だと言う。また、彼 らは黒人たちのことを 「やつ らは(生 きることに)し がみつくんだ。そのた
めにいつも俺たちに面倒がかかるんだ。名誉 も礼儀 も知らねえ連中さ。いつだって厄介の種だ
ぜ。」(316)と言っていることか ら、この部族にとって奴隷制度はもはや負の遺産でしかないこ
とは明 らかである。にもかかわらずこの制度を維持 し続けている背景には 「白人たちが[奴 隷]
と交換に馬をくれる」(314)という打算的理由があることをベ リーは告白するが、それはいわば






































モ ケチ ュ ッベ はイセテ ィッベハ の生前か ら彼 の 目を盗 んで 「上靴」 を履 いていたのである。バス
ケ ッ トとベ リーに よれ ば、 それ を知 ったイセ テ ィッベハ はその ことが 「気 に食 わず」(316)、モ
ケチ ュ ッベ に対 して、そ の 「靴」が一族 の長 の座 を象徴す る ものであるがゆえに、 自分が生 きて
い る問は 「自分 の ものだ」(316)とはっ き りと釘 を刺 していたのだ、 と言 う。 しか し、 これ らは
バスケ ッ トとベ リーが見聞 きして得 た情報 に過 ぎず、彼 らの知 らない ところで起 こっていたイセ
テ ィッベハ とモ ケチ ュ ッベの 問の激 しい葛藤 は、語 り手 によって第H章 で明 らか に される。 それ
について は奴隷制度の問題 と共 に、後 に詳 しく触れ るこ とにす る。 また、モ ケチ ュ ッベ の上靴 に
対す る執 着ぶ りは、皿章お よびV章 で、「担 い籠」に乗せ られ、逃亡奴隷 を追 って いる問 もそ の
靴 を肌 身離 さず持 って いるモ ケチュ ッベ の様 子 に も表れて いる ように、「フ ェテ ィシズ ム」(6)そ
の ものであ る。
このあ と、ベ リー はイセテ ィ ッベハ の不可解 な死 に触 れ、「イセ テ ィッベハが、そ んな年で も
ないの に死 ん じまって … お まえ はこの ことを どう考える?」(317)と言って、彼の死の背後
一92一
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には この 「上靴」の存在があ ることを灰めかすが、その問 いに対 して、バ スケ ッ トは 「俺 はその
ことにつ いて は考 えね え」 と答 える と同時 に 「お まえは どうだ?」 と聞 き返す。「考 えね え」 と
答え るベ リー に、バ スケ ッ トは 「けっ こうだ … お まえは利口だ」(317)と言 うが、2人 のこ
のや りとりは得 も言えぬ暗 さを湛 えてい る。す なわ ち、 イセ テ ィッベハが何者か一お そ らくはモ
ケチュ ッベ に よって暗殺 された ことを2人 とも感 じ取 って はい るの だが、真実 を追究す るこ とが
自分たちの部族の内側 か らの崩壊 につなが ることを直感的 に感 じとって いる。 同時 に、厄介事 は
極 力避 けたい とい う本音 があ りあ りと窺え る。「人聞 は汗 を流 して働 くよ うに作 られ たん じゃね
え」 と言 うバスケ ッ ト、あるいは、「俺 はこの世で厄介事 はごめ んだぜ」(3ユ5)と言 うベ リーの姿
勢 を体現 してい る。 フ ォー クナー 自身 も述 べ ている よ うに、それ ほ どこの イ ンデ ィア ンた ちは
「怠惰 な連 中」〔"なの であ る。 この よ うな態度 に部族 が崩壊へ と向か う末期 的症状の ひ とつが顔
をのぞかせ ている と言 え よう。
第皿章で は、奴隷小屋 か ら戻 ったバスケ ッ トとベ リーが、ただ ちに逃亡奴隷の追跡の指揮 をと
るようにモ ケテユ ッベ を説得 し、なかば強引に彼 を担 い籠に乗せ て追跡 に出発す るまでが描かれ
る。 この章で語 られる出来事 はほんの僅 かな時聞に起 こった ものであ るが、読者 はバス ケッ トと
ベ リーの 目を通 して、 モケチ ュ ッベ の どうしようもな く怠惰 な姿 と一種 異様な肉体 的特 徴 を見 る。
「身長 は約5フ ィー ト1イ ンチ なの に体重 は250ポン ド」(325)もあ り、「途方 もない もの ぐさ さ」
を身 につ け、「愚鈍そ うな表情」(325)を浮 かべ た 「死んでい ると言 って もいい」(326)ようなモ
ケ テユ ッベ は、バ スケ ッ トが事 の重大 さを告 げて も 「み じろ ぎもしなか った」(327)。バ スケ ッ
トはあ きらめず に、 ドゥームが死 んだ ときにはイセテ ィッベハが 父親 のために必死 で逃 げた奴隷
を追 いか け、連 れ戻 したエ ピソー ドを話 して聞かせ るが、モ ケチ ュ ッベは 「目も動 か さなかっ
た」。焦 れたバ スケ ッ トがモケテ ユッベの履 いていた例の上靴 をぬがせ ると彼 は 「喘 ぎ始め た」。
それ を見計 らって、ベ リーが 「この人が狩 り出 しの指揮 を とるんだ」 と宣言 し、 同時にバスケ ッ
トも 「そ うと も。 この人が酋長 なんだ。 この 人が 狩 り出 しの指揮 を とるんだ」(327)と言 う。 し
か し、部族の者た ちは、モ ケチ ュ ッベが酋長 と して狩 り出 しの指揮 を とれ るよ うな人物 でないこ
とは承知 して いる。 しか も、モケチ ュッベ の 「体 は もう15年問 も死ん だ も同然」(334)で、逃亡
奴隷を追跡するのに 「担い籠」 に乗せて運んで行か なけれ ばな らない となる と足手纏 いになるだ
けである。それで も連れていか ざる を得ないの は、彼 らが 「しきた り」 を守 るこ としか知 らない
か らである。酋長 としての資質に まった く欠けてい る人間で はあ って も、 しきた り通 り、酋長 の
座に据 えてお くこと しかで きない。批評家 のJ.B.キャロザーズが指摘 す るように、この ような











たり履かせた りする度に喘いだ り、汗をかいた り、気を失った りするモケチュッベの様子に重点
が置かれて語 られる。他方、黒人を追い詰めながら、「あいつに時間をくれてや りゃいいさ …
明日っていうのも、今 日と同じものの別の名前っていうだけなんだからな」(337)だとか 「明 日





これから考察する第II章では、1章 におけるイセティッベハの死を取 り巻 く状況についての語
りは一旦中断され、 ドゥームの生い立ちに始まり、彼が酋長の座を手に入れるまでの簡単な経緯、
そ して息子のイセティッベハへと酋長の座が受け継がれ、そのイセティッベハが死ぬ までのこの
部族の歴史や重要な出来事が客観的視点か ら語 られる。1・ 皿 ・V章では読者はさまざまな問題
を抱えたこのインディアン部族の世界を、主に2人のインディアンの目を通 して見ているために、
彼らのや り取 りから情報を得てそれを読み解 くしかなかった。それに対 して、これか ら考察する










くら」させるだけとなり、挙げ句に ドゥームは 「客をもてなすために、猟犬を使って彼らを狩 り
立て」るというように、黒人を狐狩 りの狐に見立てた 「遊び」をやり始める。第1章 でベリーが







うことで議論は決着を見るのである。 しか し、「だけど、俺たちはそのお金 をどうするんだ?」
(319)と長老の一人が言うほど、彼 らは貨幣による流通経済 とは無縁の文化の中で暮 らしてきた。
にもかかわらず、白人のいわば奴隷貿易の手法 を自分たちの文化の中に持ち込んだのである。











た後、「金塗 りのベ ッド」 と 「一対の枝つ き燭台 と赤い踵の上靴」 を持って村 に戻って くる。 し
かし、ベッドには 「マ ットレスもスプリングもなく、今では枠組みだけが」(324)四隅を革ひも
でつるされてぶら下がっているような状態で、イセティッベハ自身はベッドでは眠れないために、





イセティッベハはヨーロッパへ旅立つ際に、ニュー ・オールリンズに立ち寄るまでは 「靴 など
まったく履いたことはなかった」(320)ということからもわかるように、彼 らには靴を履 くとい
う習慣す らなかった。つまり、ベッドも燭台も靴も彼らの生活にはまった く必要ではないにもか
かわらず、パ リで紹介 された胡散臭い連中から買い取 り、文明世界における虚飾の象徴を、その




これ らの ものが虚 しく横たわっている光景は、まさしく部族自体の崩壊の予兆でもある。
続いて、この部族の運命を決定的にしたとも言える 「赤い踵の上靴」 に注目してみたい。前述
したように第1・ 皿 ・V章ではモケチュッベのこの靴に対する執着ぶ りが主にバスケ ットとベ
リーの2人 の視点を通 して語 られていたが、II章ではバスケットやベリーたちの知らない、この
靴に纏わるエピソー ドとこの靴をめぐるイセティッベハ とモケチュッベの葛藤が語 られる。この





すると、それまでは 「まった くのはか り知れないほどの気抜 けの状態で生きているようだった」
(320)モケチュッベはその靴を目の前に突きつけられると様子が一変 し、必死になってその靴を















続けて 「あれはもうおまえのものだぞ」、そ して 「俺が上靴 をおまえにやったところで同じこと
だろうが」と言 うが、モケチュッベはただ 「ありがとう」 と言うだけで喜ぶ素振 りも見せない。









一切触れない。ただ、当時、嗅ぎ煙草を愛用 していたイセティッベハにある白人が 「歯磨 き粉を
口に入れてゴムかアルフィの小枝で粉を歯にこす りつけて磨 く方法を教えてやった」(32ユー2)と
いう事実を明らかにしているだけである。この一節が、靴をもらったモケチュッベが 「あ りが と
う」 と言った直後に挿入 されている事実はきわめて暗示的で、そこか ら読者は即座に 「正義」1121
において ドゥームがニュー ・オールリンズから持ち帰 り、権力の座を手に入れるために使ったあ
の 「白い粉」の存在を想起せ ざるをえない。
以上のように、語 り手は第II章において、バスケットやベリーの知らない事実を明らかにし、














ると死へ の恐怖に耐えかね、逃亡を図る。そ して、「そうともよ。お らはもう死 んじまっただ」
(329)と仲聞に言った り、「お まえはもう死ん じまってるぜ」(329)と自分に言い聞かせたり、
「生を飛び越えて死の世界へ入 り込んだ者」(330)として自分 を捉えてはいるものの、逃亡の途
中で飢えをしの ぐために兎を捕まえて食べた り、蟻を食べたり、蛇に噛まれて壊死 しそうになっ
た片腕を手斧で切 り落とそうとするなど、生への激 しい執着を見せる。語 り手はその姿を黒人の
視点に深 く入 り込んで生き生きと語る。
この章では黒人がイセティッベハの死の前 日に厩に潜んで臨終の様子をうかがっていた時点か
ら、逃亡4日 後に毒蛇に腕を噛まれるまでの様子が語 られる。逃亡か ら6日 目に黒人は捕 らえら










は、致命傷にはならなかった。そのために、今度は自分か ら噛まれた腕を差 し出し、死を覚悟 し
て、蛇の頭を突っついてもう一度噛ませる。 しか し皮肉にもこのとき、彼は自分が生 きたいとい
う強い願望が魂の中か らこみ上げて くるのに気づ くのである。生を強 く意識 し始めたこのような
彼の姿を描いてこの章を閉 じることは、彼の生への願望の強さをなお さら強調する。「お らあ死
・・
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にたかねえか らだ」 と繰 り返 し、 目の前に突 きつけられた死から必死に逃れようとする黒人の姿
は、黒人を追跡 しなが らも 「一見して明らかに徹底的なやる気のなさと無気力を身につけてし
まっている」(334)インディアンや、「もしやつが明 日捕まったら、賭 けで馬を一頭 もらえる」
(336)と言って、この追跡を賭けの対象にしているインディアンや、「体は15年間も死んだも同
然だった」モケテユッベなどに象徴される救いようがないほど怠惰でいびつなインディアンの世
























に鮮烈な対比 として浮かび上がって くる。それゆえ、両者の織 り成すこのコントラス トが物語に
・・
近畿大学語学教育部紀要7巻2号(2007・12)
深み を与 えて いる と同時 に、作 品の さま ざまな解釈 を可能 に してい る。「紅葉」は 「生 と死 の物
語で もあ り、 また人間の死 に対す る態 度の物語 で もある」U4)とい うシェイの言葉 は きわめ て示
唆 に富んだ ものであ る。
部族の崩壊はドゥームが不正な方法で権力を手に入れた時点か らすでに始 まっていた。そして
その息子イセティッベハは、彼 らの伝統、文化を根底か ら覆すことになる奴隷制度によって得た
お金で、彼らにとってはまった く無価値なものを手に入れ、それがまた彼 らの伝統 と文化の破壊
に拍車をかけるという皮肉な結果を招 く。さらに、その息子モケチュッベはイセティッベハが死
んだときはもう30才になっているのに、赤い踵の上靴にしか興味を示さず、部族の将来のことな
ど頭の片隅にもない。そして自らの歪んだ欲望のために祖父の ドゥームが犯 した血縁者の殺害 と









フォークナーはこの作品の タイ トルである 「紅葉」の意味を問われたとき、こう答えている。
「それはシンボリズムと言えましょう。紅葉はインディアンを指 しています。黒人を息苦 しくさ
せ、息の根を止め、破壊 したのは誰 も止めることのできない自然の脱落性なのです。(中略)後
























以 下 、 引 用 箇 所 の 後 に 付 し た ペ ー ジ 数 は す べ て こ の 版 に よ っ て い る 。
(5)Ferguson,Fczulkner'sShoYtFiction,p.128.
(6)DorothyTuck,Crowell'sHandbookofFaulkner(NewYork:ThomasuY.CrowellCompany,
1964),p.3
(7)FrederickL.GwynnandJosephL.Blotnereds.,FaailknerintheUniversity:ClassConferencesctt
theUniversityofVirginia,1957-1958(Virginia:Univ.PresspfVirginia,1977),p.63.
(8)JamesB.Carothers,WilliamFaulkneY'sSIZOYISIDYZ2S(AnnArbor:UMIResearchPress,1985),p.
76.
(9)Faulkner,CollectedStoriesofWilliamFaulkner,p.345.
(10)Carothers,WilliamFaulkner'sShortStoYies,p.76.
(11)Ferguson,Faulkner'sShortFiction,p.142.
(12)Faulkner,CollectedStoriesofWilliamFaulkner,p.349
(13)Skei,R604'η8、Fo五〃んη6〆5BestShrotStories,P.137.
(14)HansH.Skei,WilliamFaulkner:TheNovelistasShortStoryWriter(Oslo:Univer-sitetsforlaget,
1985),p.197.
(15)GwynnandBlotner,FaaalknerintheUniversity:ClassConferencescattheUniversityofVirginia,1957-
/958,p.39.
101
